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１ 対象 第２学年１組 男子１６名 女子７名 計２３名 

           

２ 単元で目指す学ぶ姿 

 

 

 

 

＜単元で児童と共有する学びの姿を見取る資質・能力のルーブリック＞ 

現
学
習
指
導
要
領 

資質・能力 
評

価 
評 価 基 準 

数
量
や
図
形
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解 

知
識
・
技
能 

知識 
技能 

Ｓ 

１０００までの数を表したり，よんだり，数の大小を比べたり，数の表し

方や仕組みを説明したりすることができるとともに，生活場面の問題を解

決する見通しをもつことができる。 

Ａ 
１０００までの数を表したり，よんだり，数の大小を比べたり，数の表し

方や仕組みを説明したりすることができる。 

数
量
や
図
形
に 

つ
い
て
の
技
能 

Ｂ 
１０００までの数を表したり，よんだり，数の大小を比べたりすることが

できる。 

Ｃ 
１０００までの数を表したり，よんだり，数の大小を比べたりすることが

できない。 

数
学
的
な
考
え
方 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力 

情報収集 

判断 

Ｓ 
ものの個数を実際に数えたり図に表したりするなどして，数の表し方につ

いての見方や考え方を広げ深めることができる。 

Ａ 
ものの個数を実際に数えたり図に表したりするなどして，数の表し方につ

いての必要な情報を見つけ，選び出すことができる。 

Ｂ 
ものの個数を実際に数えたり図に表したりするなどして，数の表し方につ

いて関係ありそうなものを見付けることができる。 

Ｃ 
ものの個数を実際に数えたり図に表したりするなど，数の表し方について

調べることができない。 

思考 

表現 

Ｓ 

しっかり考えて学びを自分のものにし，工夫して，１００までの数と同じ

ように，１０００までの数の大きさを１０，１００などを単位としてその

いくつ分と見たり，大きな数の加減を１０，１００を単位として計算した

りすることができる。 

Ａ 

しっかり考えて学びを自分のものにし，１００までの数と同じように，１

０００までの数の大きさを１０，１００などを単位としてそのいくつ分と

見たり，大きな数の加減を１０，１００を単位として計算したりすること

ができる。 

Ｂ 

しっかり考えて１０００までの数の大きさを１０，１００などを単位とし

てそのいくつ分と見たり，大きな数の加減を１０，１００を単位として計

算したりすることができる。 

Ｃ 

１０００までの数の大きさを１０，１００などを単位としてそのいくつ分

と見たり，大きな数の加減を１０，１００を単位として計算したりするこ

とができない。 

算数科 第２学年 呉市立広南小学校 指導者 吉野 剛二 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 知識・技能 情報収集・判断 思考・表現 挑戦・探究 協力・協働 

「１０００までの数」  
挑戦問題 『大きな数のあんごうをといて，たからばこをあけよう！』 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 知識・技能 情報収集・判断 思考・表現 挑戦・探究 協力・協働 

「１０００までの数」  
挑戦問題 『大きな数のあんごうをといて，たからばこをあけよう！』 

 

算数科 第２学年 呉市立広南小学校 
 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 知識・技能 情報収集・判断 思考・表現 挑戦・探究 協力・協働 

「１０００までの数」  
挑戦問題 『大きな数のあんごうをといて，たからばこをあけよう！』 

 

１０００までの数のよみ方，かき方を理解し，１０や１００を単位とする数の相対的な見方に基づ

く加減計算や大小比較ができる姿 
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算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性 

挑戦 

探究 

Ｓ 
身の回りの１０００までの数を工夫して数えたり計算したりするために，

新しい自分や考えを創り出すことができる。 

Ａ 
身の回りの１０００までの数を工夫して数えたり計算したりするために，

見通しをもって粘り強く学び続けることができる。 

Ｂ 
身の回りの１０００までの数を工夫して数えたり計算したりするために，

学び続けようと努力することができる。 

Ｃ できないことや分からないことをあきらめている。 

協力 

協働 

Ｓ 
１０００までの数を使って，生活場面の問題を粘り強く協力して解決する

ことができる。 

Ａ 
１０００までの数を使って，生活場面の問題を解決しようと協力すること

ができる。 

Ｂ 
１０００までの数を使って，生活場面の問題を解決するために協力しよう

とすることができる。 

Ｃ 
１０００までの数を使って，生活場面の問題を解決するために協力しよう

としていない。 

【評価方法】 

授業中の教師観察およびワークシート，児童には，上記の資質・能力のルーブリックのＡとＳ基

準を示し，意欲を喚起させ，単元の最後の自己評価に教師の評価を加える。 

 

３ 単元について 

（１） 単元観 

本単元は，小学校学習指導要領，第２学年２内容Ａ「数と計算」（１）「数の意味や表し方につい

て理解し，数を用いる能力を伸ばす。」（２）「加法及び減法についての理解を深め，それらを用い

る能力を伸ばす。」に示された指導事項のうち，１０００までの数のよみ方やかき方，数の大小，

順序，系列，構成，１０や１００を単位とする数の相対的な大きさについての理解，それに基づい

た加減計算の仕方の指導のために設定されたものである。児童は本単元の学習までに，第１学年で

１２０程度の数までは学習している。第２学年の学習では，第１学年の学習をもとに，４位数まで

の数ならびに１００００について，十進位取り記数法の原理の確実な理解を図るとともに，数の相

対的な見方，また，加減計算の仕方についての理解を図る。その中で本単元では１０００までの数

を扱う。 

 
（２）児童観 
   １００までの数についての定着状況は，事前テストにおいて，得点率８０％の児童は２３人中，

１６人であった。数直線の読み取りに課題のある児童が多い。算数への関心・意欲について，事前
アンケートでは，２３人中１６人が「算数が好き」と答えた。 

  
（３）指導観 
   指導にあたっては，次の５つのポイントで授業改善をすすめる。 
   ① 挑戦問題から始まる課題発見・解決学習の流れを次のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

挑戦する 
大きな数のひ

みつを使って

挑戦問題を解

く。 

１０００まで

の数を使った

生活場面の問

題が解けるよ

うになる。 

新
た
な
志
を
抱
く 

も
っ
と
大
き
な
数
を
使
え
る
よ
う
に

な
り
た
い 

志を抱く 
１０００までの

数を理解し，使

えるようになり

たい。 

 

準備をする 
①１００をこえる数の数え方や表し方 

②１０を集めた数 

③１０００という数 

④数直線の読み方や数の並び方 

⑤大きな数の大きさの比べ方 

⑥１０や１００をもとにしたたし算と

ひき算 

 

挑
戦
問
題 
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② 振り返り時間（５分）の充実 

  振り返りの観点を示し，学習内容や学習への取り組み方など，具体的に振り返ることができる

ようにさせたい。 

 

③ 自学自習への意欲を引き出す予習課題・復習課題の設定 

  各時間に学んだことを「大きな数のひみつ」とし，見通しをもって取り組ませる。また，学習

したことを使えるように，身の回りのものの個数や生活場面などを意識させる工夫をしたい。 

 

④ ワークシート・ノート指導の工夫 

  学習のめあてや内容，まとめなど，分かりやすくかき，児童が自分で振り返ることができるよ

うにしたい。 

 

⑤ 評価の工夫 
広南学園の資質・能力のＳルーブリックを活用し，教科の目標に準拠した評価活動を行う。 

 

４ 単元の目標 

   ・１０００までの数のよみ方，かき方を理解する。 

・１０や１００を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。 

 

５ 単元の評価規準と適用する資質・能力  

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての

技能 

数量や図形についての

知識・理解 

身の回りの１０００

までの数を工夫して数

えたり計算したりしよ

うとしている。 

＜挑戦・探究＞ 

１０００までの数を

使って，生活場面の問

題を協力して解決しよ

うとしている。 

＜協力・協働＞ 

 １００までの数と同じよう

に，１０００までの数の大きさ

を１０，１００などを単位とし

てそのいくつ分とみたり，大き

な数の加減を１０，１００を単

位にして計算したりしている。 

＜思考・表現＞ 

ものの個数を実際に数えた

り図に表したりするなどして，

数の表し方についての必要な

情報を見付け，選び出すことが

できる。 

＜情報収集・判断＞ 

 十進位取り記数法の

仕組みをもとにして，

１０００までの数を表

したりよんだりしてい

る。 

１０００までの数の

大小を比べている。 

      ＜知識・技能＞ 

 

 

 

 １０００までの数

の表し方や仕組みを

説明している。 

＜知識・技能＞ 

 

６ 指導と評価の計画（全１１時間） 

時 学習活動 

評価（○は主に「指導に生かすための評価」，●は主に「記録するための評価」） 

関 思 技 知 
○評価規準 

（評価方法） 

★適用する 

資質・能力 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

○星は何個あるか工夫して数え

よう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

●大きな数を数えることに

関心をもって取り組もう

としている。（観察・ワー

クシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【挑戦・探究】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

 

課題の設定 

挑戦問題 

「大きな数のあんごうをとい

て，たからばこをあけよう！」 
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１ 

 

 

・星の数を工夫して数える。 

 

 

・１０のまとまりや１００のま

とまりを考える。 

 

 

○１００をこえる数の表し方や

仕組みを調べ，使えるように

ならないと問題を解けないと

いう課題をもつ。 

 

 

○ 

 

【技能】 

○１０や１００のまとまり

にして数えることができ

る。 

○１００をこえる数のよみ

方が分かる。（発表・ワー

クシート） 

 

２ 

 

 

（めあて）  

○三百六十五の数字のかき方を

考えよう。 

 

 

・「百の位」を知る。 

 

 

・３位数の表し方や構成の説明

をする。 

 

 

（まとめ）大きな数のひみつ１ 

〇三百六十五は３６５とかく。 
 

・大きな数のひみつをまとめ，

次時への意欲をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

【知識・理解】 

○３位数の表し方や仕組み

を説明することができ

る。（発表） 

【技能】 

●３位数について，数字で

表したり，構成を説明し

たりできる。（発表・ノー

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【知識・技能】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

３ 

 

 

（めあて）  

○二百八の表し方を考えよう。 

 

 

・３位数の表し方を振り返る。 

 

 

・空位のある場合の表し方を知

る。 

 

 

（まとめ）大きな数のひみつ２ 

〇十のたばがないときは，十の

くらいに０をかく。 
 

・大きな数のひみつをまとめ，

次時への意欲をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

【知識・理解】 

○空位のある３位数の表し

方や仕組みを説明するこ

とができる。（発表） 

【技能】 

●空位のある３位数を数字

で表したり，構成したり

できる。（発表・ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【知識・技能】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

 

 

 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・創造・表現 

 

課題の設定 

まとめ・創造・表現 

情報の収集 

整理・分析 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・創造・表現 

課題の設定 
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４ 

 

 

（めあて） 

○１０が何個あるかをもとに数

を考えよう。 

 

 

・１０円玉が何枚になるか調べ

る。 

 

 

・考えを交流し，１０を単位に

した数の構成についてまとめ

る。 

 

 

 

（まとめ）大きな数のひみつ３ 

〇１０を２４個集めた数は２４

０になる。３６０は１０を３

６個集めた数。 

 

・大きな数のひみつをまとめ，

次時への意欲をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的な考え方】 

●大きな数を１０を単位と

してそのいくつ分とみる

ことができる。（発表） 

【技能】 

○１０を単位にして，数の

大きさを表すことができ

る。（発表・ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【思考・表現】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

 

 

５ 

 

 

（めあて） 

○星の数を工夫して数えよう。 

 

 

・１００のまとまりを作って，

星の数を数える。 

 

 

・「１０００」という数を知る。 

 

 

 

（まとめ）大きな数のひみつ４ 

〇１０や１００のまとまりにし

て数えると，１０００までの

数を数えることができる。 

 

・大きな数のひみつをまとめ，

次時への意欲をもつ。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

  

 

 

◎ 

 

 

【関心・意欲・態度】 

○１００のまとまりを数え

ることに関心をもって取

り組もうとしている。（観

察・ワークシート） 

 

 

【知識・理解】 

●１０００の数の仕組みを

理解している。（発表・ワー

クシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【知識・技能】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

 

      

 

 

     

 

課題の設定 

情報収集 

整理・分析 

まとめ・創造・表現 

 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・創造・表現 
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６ 

 

 

（めあて） 

○数の直線についてしらべよ

う。 

 

 

・数直線の目盛りについて調べ

る。 

 

 

・数直線の目盛りの大きさを確

かめる。 

 

 

（まとめ）大きな数のひみつ５ 

○数の直線は，ならび方を見て，

１目もりの大きさや，数がい

くつずつふえているかをしら

べる。 

 

・大きな数のひみつをまとめ，

次時への意欲をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・理解】 

●１０００までの数の順

序，系列を理解している。

（発表・ワークシート） 

【技能】 

○数直線上に１０００まで

の数を表すことができ

る。 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【知識・技能】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

７ 

 

 

（めあて） 

○数の大きさのくらべ方を考え

よう。 

 

 

・位の数を見て，数の大小を比

べる。 

 

 

・考えを交流する。 

・不等号を使って数の大小関係

を式に表すことを知る。 

 

 

（まとめ）大きな数のひみつ６ 

〇百のくらいの数字からじゅん

にくらべる。 
 

・大きな数のひみつをまとめ，

次時への意欲をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・理解】 

●３位数の大小比較の仕方

を説明することができ

る。 

 

【技能】 

○３位数の大小比較の仕方

を理解し，比較すること

ができる。（発表・ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【知識・技能】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

整理・分析 

まとめ・創造・表現 

情報収集 

まとめ・創造・表現 

 

課題の設定 

整理・分析 

情報収集 

課題の設定 
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８ 

 

 

（めあて） 

○８０＋３０の計算のしかたを

考えよう。 

 

 

・お金の模型を使って，計算の

仕方を考える。 

 

 

・計算の仕方を発表し，まとめ

る。 

 

 

（まとめ）大きな数のひみつ７ 

〇１０をもとにして考えると，

計算できる。 

 

・大きな数のひみつをまとめ，

次時への意欲をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的な考え方】 

●大きな数の加減を１０を

単位にして計算すること

ができる。（発表・ノート） 

【技能】 

○１０を単位とする簡単な

計算ができる。（発表・ノ

ート） 

【関心・意欲・態度】 

〇生活場面の問題を協力し

て解決しようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【思考・表現】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

 

 

 

★【協力・協働】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

９ 

 

 

 

（めあて） 

○２００＋４００の計算のしか

たを考えよう。 

 

 

・前時の学習を振り返り，計算

の仕方を考える。 

 

 

 

・計算の仕方を発表し，まとめ

る。 

 

 

（まとめ）大きな数のひみつ８ 

〇１００をもとにして考える

と，計算できる。 
 

・大きな数のひみつをまとめ，

次時への意欲をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

【数学的な考え方】 

●大きな数の加減を１００

を単位にして計算するこ

とできる。（発表・ノート） 

【技能】 

○１００を単位とする簡単

な計算ができる。（発表・

ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【思考・表現】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

まとめ・創造・表現 

課題の設定 

整理・分析 

情報収集 

課題の設定 

整理・分析 

情報収集 

まとめ・創造・表現 



小- 16 - 

 

（
本
時
） 

 

 

 

（めあて） 

〇見つけたひみつを使って，問

題の解き方を説明できるよう

になろう。 

・ばっちり問題を解き，学習の

確かめをする。 

・挑戦問題を解く。 

・グループで協力し，どうやっ

て説明したらよいか，説明の

仕方を相談し合う。 

・全体で交流する。 

 

 

 

・挑戦問題の答えを確かめる。 

・ワークシートのルーブリック

をみて，本時で身に付けた資

質・能力を自己評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・理解】 

●１０００までの数の表し

方や仕組みを説明してい

る。 

（発表・ワークシート） 

 

【関心・意欲・態度】 

〇１０００までの数を工夫

して数えたり計算したり

しようとしている。 

（ワークシート・観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★【知識・技能】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

11 

 

 

 

（めあて） 

○大きな数を使えるようになろ

う。 

 

 

・前時までの学習を想起し，評

価問題を解く。 

 

 
 

・単元の振り返りをし，もっと

大きな数を使えるようになり

たいという意欲を持つ。 

○ ○ ○ ◎ 

【関心・意欲・態度】 

○身の回りの１０００まで

の数を工夫して数えたり計

算したりしようとしている 

（評価テスト） 

 

【知識・理解】 

●１０００までの数の表し

方や仕組みを説明してい

る。（評価テスト） 

 

【数学的な考え方】 

○大きな数の加減を１０，

１００を単位にして計算

したりしている。（評価テ

スト） 

 

【技能】 

○１０００までの数を表し

たりよんだりしている。 

 （評価テスト） 

 

 

 

 

 

 

★【知識・技能】 

（資質・能力ル

ーブリック） 

 

10 

まとめ・創造・表現 

課題の設定 

課題の設定 

情報収集 

まとめ・創造・表現 



小- 17 - 

 

６ 本時の学習（１０時間目／全１１時間） 
（１）本時の目標  
  ・既習事項を活用し，１０００までの数を表したり，よんだり，仕組みを説明したり，数の大小を

比べたりすることができる。 
  ・１０００までの数を工夫して数えたり計算したりしようとすることができる。 
（２）学習の流れ 

学習活動 

指導上の留意点（・） 
配慮を要する児童への支援（◆） 

発問（○）予想される児童の反応     

評価規準 
評価の観点（○） 
資質・能力（★） 
（評価方法） 

１ 課題意識をもつ。 
 
 
 
○（大きな数の）見つけた「ひみ
つ」を使って，ばっちり問題を
解きましょう。 

・見つけた「ひみつ」を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
２ 問題を解く。 
 
 
 
・既習を生かし，ばっちり問題を
解く。 

 
・挑戦問題を解く。 
 
 
 
 
 
 
・全体で考えを交流し，答えを確
かめる。 

・グループで協力し，どうやって
説明したらよいか，説明の仕方
を相談し合う。 

・全体で交流する。 
 
 
 
 
 
３ 学習のまとめをする。 
・挑戦問題の解き方をまとめる。 
 
・挑戦問題を解決し，たからの箱
を開ける。 

 
４ 本時を振り返る。 

・ワークシートのルーブリックを

みて，本時の学習を振り返り，

自己評価する。 

・振り返りを書く。 

 
 
 
 
・これまでに学習したことを使って問題を
解くことを意識させる。 

 
・見つけた「ひみつ」を掲示しておき，確
認させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆既習事項を掲示しておき，必要に応じて
想起させる。 

 
・挑戦問題の解決を促し，意欲付けをする。 
 
 
 
 
 
 
○３枚のカードで，どんな３けたの数が作
れますか。 

○どんな「ひみつ」を使ったら説明ができ
ますか。 

・グループ活動の目標を資質・能力のルー
ブリックで共有する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・数の大きさは，上の位の数字から順に比
べて考えるとよいことをおさえる。 

・挑戦問題の答えを確かめるとともに，児
童の学習への取り組みを評価し，継続的
に学習する意欲へとつなげる。 

 
・振り返りの観点を提示し，分かったこと
や友達のよい考えなどをノートに書かせ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎〇知識・理解 
★知識・技能 

Ｓ １０００までの
数を表したり，よ
んだり，数の大小
を比べたり，数の
表し方や仕組みを
説明したりするこ
とができるととも
に，３位数の大小
を説明できる。 

Ａ １０００までの
数を表したり，よ
んだり，数の大小
を比べたり，数の
表し方や仕組みを
説明したりするこ
とができる。 

Ｂ １０００までの
数を表したり，よ
んだり，数の大小
を比べたりするこ
とができる。 

Ｃ １０００までの
数を表したり，よ
んだり，数の大小
を比べたりするこ
とができない。 

（資質・能力ルーブリッ
ク・発表・ワークシー
ト） 

 
〇関心・意欲・態度 

１０００までの
数を工夫して数え
たり計算したりし
ようとしている。 

（ワークシート・観
察） 

情報の収集 

課題の設定 

整理・分析 

挑戦問題 大きな数のあんごうをといて，たからばこをあけよう！ 

めあて 「見つけたひみつをつかって，もんだいのとき方をせつめいで
きるようになろう。」 

まとめ 

・数の大きさは，百のくらいの数字から

じゅんにくらべるから，百の位に大き

な数字を使えば大きくなる。 

・十の位や一の位の数も大きい順にくら

べると，数の大きさが比べられる。 

など 

 

 

挑戦問題 １，２，３の数字カードを１まいずつ使って，３けたの数をつく
ります。大きい方から３ばん目の数はいくつでしょうか。 



小- 18 - 

 

 

・MEMO・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


